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１ 各教科の目標と教科活動におけるキャリア教育の取組み 

(１) 国語 

① 教科の目標 

・国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像

力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重して

その向上を図る態度を育てる。 

(出典：文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・国語科では、実生活で生きて働き、各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身に付けること

を重視している。とりわけ高校では、従前、社会人として生きるために必要とされる国語の能力

の基礎を身に付けることを大切にしてきた。 

・国語科の指導は、生徒がキャリアを形成していくために必要な能力や態度を育成するための基盤

を身に付けさせることでもある。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 
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(２)地理歴史 

① 教科の目標 

・我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深め、国

際社会に主体的に生きる民主的、平和的な国家・社会の一員として必要な自覚と資質を養う。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み  

・地理や歴史の知識・概念・技能を習得することで、社会的事象を捉えることができる。自らが国

家・社会の形成者であるという視点に立って思考・判断することは、自己のキャリアの形成につ

ながる。 

・社会的事象を多面的・多角的に捉える力、直面する課題を探究するための資料の収集と分析・考

察、その過程や結果を表現する力も、キャリア育成を支える要素となる。 

・主体的に社会に参画する資質や能力を育成することが各教科において重視される。 

 

【高等学校における地理歴史科の指導内容とキャリア教育－「基礎的・汎用的能力」を視点として】 

 

(資料出所：文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 
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(３)公民 

① 教科の目標 

・広い視野に立って、現代の社会について主体的に考察させ、理解を深めさせるとともに、人間と

しての在り方生き方についての自覚を育て、民主的、平和的な国家・社会の有為な形成者として

必要な公民としての資質を養う。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

② キャリア教育の取組み 

・社会的・職業的に自立するためには、現代の社会について理解し、それに基づいて自らの生き方

や社会の在り方について考察することが欠かせないことから、公民科の学習は、高校のキャリア

教育において、重要な役割を担っている。 

・自らの労働や生活につながるものとして経済社会について理解を深めさせることや主権者として

の政治参加の重要性や裁判員としての司法参加の意義を考えさせ、社会の有意な形成者としての

役割と責任を自覚させることは、この社会において「生きる力」につながる。 

・具体的な雇用や労働問題、社会保障などの知識は、一人一人のキャリアを支える重要な基礎とな

る。卒業後の社会では、非正規雇用の増加など、労働者の職業生活を取り巻く環境が大きく変化

していることから、労働保護立法や社会保障制度などを、一人一人の将来の生活に直接関わる生

きたものとして伝えることが重要である。 

・生徒自身が望む働き方やワーク・ライフ・バランスを考えたり、社会全体にとつてどのような雇

用や社会保障の在り方が望ましいのかについて話し合ったりすることで、生徒のキャリア発達を

促すことができる。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キヤリア教育の手引き」2011年11月) 
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(４)数学 

① 教科の日標 

・数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、事象を数学的に考察し処理する能力を高

め、数学的活動を通して創造性の基礎を培うとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、

それらを積極的に活用する態度を育てる。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

②キャリア教育の取組み 

・自ら課題を見出し、解決するための構想を立て、考察・処理し、その過程を振り返って得られた

結果の意義を考えたり、それを発展させたりすることは、自己理解・自己管理能力の育成につな

がる。 

・他者に分かりやすく論理的に伝え、議論することは、言語活動によるコミュニケーション能力や

自己表現力の育成につながり、ひいては人間関係形成力・社会形成能力につながっていく。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キヤリア教育の手引き」2011年11月) 
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(５)理科  

① 教科の目標 

・自然に対する関心や探究心を高め、観察、実験などを行い、科学的に探究する能力と態度を育て

るとともに自然の事物・現象についての理解を深め、科学的な自然観を育成する。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・実験や観察などを通して、探究する能力や態度を身に付けることが求められている。新しい知識、

情報・技術が社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す現代社会では、新

しい知識や情報の真偽を科学的に判断することや、筋道を立てて理解するのが必要な事態がしば

しば起こる。生涯にわたって、主体的・創造的に生きていく上で、探究する能力や態度を身に付

けることは、必要不可欠である。 

 

(資料出典:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 

 

(６)保健体育 

① 教科の目標 

・心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的な実践を通して、

生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに、健康の保持増進のための実

践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・保健体育は、現在及び将来の生活を健康で活力に満ちた明るく豊かなものにすることを究極の日

標としており、キャリア教育と密接に関連する指導内容がある。 

・保健体育を通して育成する健康の保持増進のための実践力や体力は、一人一人のキャリア形成の

基盤としても極めて重要である。 
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(資料出所:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 
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(７)芸術 

① 教科の目標 

・芸術の幅広い活動を通して、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

芸術の諸能力を伸ばし、豊かな情操を養う。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・作品を形作っている諸要素を知覚することや、そのよさを感じ取り、思考・判断し表現する力の

育成を重視することで、各種能力の向上に結び付けることが重要である。 

・価値観の多様化が進む現代社会においては、様々な他者を認めつつ、他者と協働していく力が必

要になる。その中で、芸術の授業において解釈したことや自分なりに判断したことを基に批評し

合うなど、諸活動を通して異なる価値観を共有することが大切である。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 
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(８)外国語  

① 教科の日標 

・外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度の育成を図り、情報や相手の意向などを理解したり自分の考えなどを表現したりする実

践的コミュニケーション能力を養う。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・教育活動の中で、生徒たちが基礎的な知識・技能を習得し、これらを活用して、自ら課題を解

決するために思考し、判断し、表現することは、すべて言語を通して行われる。その意味にお

いて、言語に関する技能そのものの習得を目的とする外国語科は、生徒たちのキャリア発達に

不可欠な能力や態度を育成する重要な役割を担っている教科である。 

・特に、人間関係・社会形成能力の重要な要素であるコミュニケーション能力の育成において、

外国語科における学習が果たす役割は大きい。 

・外国語の学習は、言語とその文化的な背景を学ぶことにより、自分を取り巻く社会や世界に目

を向け、他者に対して積極的に関心を持ち交流していく意欲や能力を育むとともに、自分が住

む社会や世界で自分自身をより良く生かしていくことができるよう、必要な情報や考え等を的

確に理解したり適切に伝えたりする能力を育成するものである。これらのことは、キャリア教

育が目指す社会的・職業的自立の基盤となる能力・態度であることはいうまでもない。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 
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(９)家庭 

① 教科の目標 

・人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的にとらえ、家族・家庭の意義、家族・家庭と社

会とのかかわりについて理解させるとともに、生活に必要な知識と技術を習得させ、男女が協

力して主体的に家庭や地域の生活を創造する能力と実践的な態度を育てる。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・家庭科は、人の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生涯発達の視点に立ち自立した

社会の一員として、生きる力を身に付けていくことを重視していることから、家庭科でねらう力

とキャリア教育で付けたい力とは密接に関連している。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 
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(10)情報 

① 教科の目標 

・情報及び情報技術を活用するための知識と技能の習得を通して、情報に関する科学的な見方や考

え方を養うとともに、社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解させ、情報

化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てる。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・高度に進展した情報社会においては、人間が生きていくための必須条件として、衣食住に情報が

加わっているといっても過言ではない。 

・多様化する情報源、短時間に大量に創造され、流通している情報、そして誰もが情報の発信者に

なれる時代を適切に生き抜くために必要な情報活用能力は、社会人として、そして職業人として

欠かすことができない。 

・技術革新に伴う新たな価値観、マナー、モラルを身に付ける情報モラルの教育も、人間関係形成・

社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能力などを育成するキャリア教育の一環と位

置付けられる。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月)  
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(11)産業社会と人間 

① 科目の目標・内容等を決定する際の指針 

・産業社会における自己の在り方生き方について考えさせ、社会に積極的に寄与し、生涯にわた

って学習に取り組む意欲や態度を養うとともに、生徒の主体的な各教科・科目の選択に資する

よう、就業体験等の体験的な学習や調査・研究などを通して、次のような事項について指導す

ることに配慮するものとする。 

ア 社会生活や職業生活に必要な基本的な能力や態度及び望ましい勤労観、職業観の育成 

イ 我が国の産業の発展とそれがもたらした社会の変化についての考察 

ウ 自己の将来の生き方や進路についての考察及び各教科・科目の履修計画の作成 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・「産業社会と人間」は、すべての学校において、学校設定教科に関する科日として設けることが

でき、学校の実態等に応じて目標、内容、単位数などをさだめることができる(総合学科では、

全ての生徒が原則として入学初年次に履修する)。 

・「産業社会と人間」の学習内容は、知識として学ぶことと体験を通して学ぶこと、学んだことと

自分との関わりを深く考察することなどから構成されているため、各教科に属する科日、総合的

な学習の時間及び特別活動などとの関連を深めて学習することができる。 

・「産業社会と人間」の指導は、ホームルーム担任を中心とした複数の教員によるティームティー

チングで行われることが多く、学習内容によっては、専門的な知識を有する外部人材等を講師と

して活用している場面が見られる。このため、学習を通して多様な他者と関わる中で、自分の個

性や興味・関心、職業理解や職業適性、人間としての在り方生き方、将来の進路などについて多

面的に考察し、自分と社会とのつながりを認識することができる。 

・「産業社会と人間」は、生徒のキャリア発達を促進する実践的な活動を多く包含していることか

ら、職業的(進路)発達の段階が、「現実的探究・試行と社会的移行の準備の時期」とされる高等

学校において、たいへん意義のある学習であり、正に、「授業としてのキャリア教育」を展開す

ることができる。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キヤリア教育の手引き」2011年11月) 
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(12)総合的な学習の時間 

① 教科の目標 

・横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主

体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、学び方やものの考え

方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自己

の在り方生き方を考えることができるようにする。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・自己の在り方生き方を追究する高校の総合的な学習の時間は、高校における学習活動の中で最も

キャリア教育の根幹に関わっている。 

・総合的な学習の時間を通したキャリア教育の実践は、単なる職業体験や進学指導ではなく、個人

としての在り方生き方や現代社会の諸課題に関わる社会の一員としての在り方生き方などにつ

いて考えることが大切である。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 
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(13)特別活動 

① 教科の目標 

・望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一貝

としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間

としての在り方生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。 

(出典:文部科学省「高等学校学習指導要領」2009年3月) 

 

② キャリア教育の取組み 

・特別活動は、キャリア教育の中核的な実践の場である。 

・ホームルーム活動における学業と進路は、生徒が主体的に取り組むキャリア教育の実践の場と

して重要な役割を果たす。 

・ホームルーム活動のほかの内容もキャリア教育に深く関連し、生徒会活動や学校行事もキャリ

ア教育として重要な内容を多く包含している。 

 

(資料出所:文部科学省「高等学校キャリア教育の手引き」2011年11月) 
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２ ホームルーム活動におけるキャリア教育の実践例 

・テーマ：自分を知る(職業に関する自分の興味・関心を知り、その職業を見据えた進路決定ができ

るようになる) 

・内容：職業レディネス・テスト(ＶＲＴテスト)の実施と結果分析、生徒へのフィードバックの方法 

 

(１) 職業レディネス・テストの概要 

・基礎的志向性(対情報、対人、対物)と職業志向性(６つの職業領域に対する興味の程度と自信度)を測

ることにより、生徒の職業に対する準備度(レディネス)を把握し、生徒が職業に対する自分のイメー

ジをチェックしたり、進路選択への動機付けを促すことができる。 

・興味と自信との関係、日常の興味・関心を客観的に図式化し、総合的に解釈することで、進路を探索

する方向性をとらえることができる。 

・回答者が自分のペースで実施する紙筆検査であり、若年者に対して、自己理解を深めさせ、職業選択

に対する考え方を学習させる教材である。 

・対象者は、中学生・高校生・専門学校生・短大生・大学生・職業訓練校生・職業相談機関等 

・所要時間は、実施が40～45分、採点も含めると60分程度。 

(参考:雇用問題研究会「職業レディネス・テスト[第３版]」を基に作成) 

 

(２) テストの構成 

・「職業興味」を測定するＡ検査、「基礎的志向性」を測定するＢ検査、「職務遂行の自信度」を

測定するＣ検査からなる。 

 

（出典：一般社団法人雇用問題研究会ＨＰ） 

(３) Ａ検査の測定内容 

・Ａ検査は、職業・仕事の内容を記述した54項目の質問からなり、各質問に対して、「やりたい」、 

「どちらともいえない」、「やりたくない」の３段階で答える。生徒の興味が６つの職業領域に

おいて、どういった傾向を示しているかを測定する。 

 

（出典：一般社団法人雇用問題研究会ＨＰ） 
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(４)Ｂ検査の測定内容 

・日常の生活行動について記述した64項目からなり、各質問に対して、「あてはまる」、「あては

まらない」で答える。生徒の基礎的志向性が職業への興味・関心の基礎となる、「対情報」、「対

人」、「対物」の３つの志向性において、どういった傾向があるのかを測定する。  

 

（出典：一般社団法人雇用問題研究会ＨＰ） 

(５) Ｃ検査の測定内容 

・Ａ検査と同一の54項目の質問で構成されており、各質問に対して、「自信がある」、「どちらと

もいえない」、「自信がない」の３段階で答える。生徒の職務遂行の自信度を、Ａ検査と同じ６

つの職業領域において、どういった傾向を示しているのかを測定する。 

 

(６) 結果の解釈 

① 得点の意味 

・パーセンタイル順位：個人の尺度ごとの粗点が、基準集団の中で、どのあたりに位置づけられ

るかを明らかにすることによって、個人の特徴を表示しようとするもの。 

・ある個人のパーセンタイル順位が70であることは、基準集団を構成している人の70％は、その

個人の得点より低い方に分布していることを示す(換算表は中学生・高校生別、男女別になっ

ている)。 

② 結果解釈の一般的な留意点 

・得点は、測定上の誤差も考慮して、おおむね「強い」「普通」「弱い」の３段階で解釈する。 

・プロフィール全体の形状の特徴をみる。得点が高いことが望ましいわけではない。むしろ、プ

ロフィールに山と谷がはっきりしていることがポイントである。山と谷がはっきりしているこ

とは、興味や志向性が分化していることを意味しており、それだけ職業への準備性ができてい

ると解釈される。 

・検査の得点が全般的に低い場合、無理にパーセンタイル順位の高い領域をみつけて解釈をしな

い。むしろ、個々の質問項目に戻り、「やりたい」あるいは「どちらともいえない」という回

答がみられた項目に着目したり、「やりたくない」という回答が多くなった理由を考えさせた

りする。 

・この検査の結果をストレートに適職や適性のある職業と結び付けて解釈しない。 

・結果のフィードバックに際しては、受検者へきちんと情報提供し、受検者が納得できるような

解釈と説明の提供を行う。 

・結果の解釈を通して、職業情報の探索を促したり、進路選択への関心を高めるように援助をす

る。 
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・検査結果で選択すべき進路を決定するのではなく、個々の生徒が自分なりに結果について考え、

選択の可能性を広げるようにする。 

・適性検査の結果や進路希望調査等、他の資料と関連付けて結果を解釈する。この検査は職業興

味の特徴を明らかにするが、生徒をよりよく理解するためには、本検査の結果に加えて、能力

の側面や本人の希望等、様々な他の特徴についても総合して解釈すべきである。 

・高校生は、心身ともに発達の途上にあり、職業興味は変化することを念頭に置いて解釈し、指

導する。検査の結果は、実施した時を点での興味を切り取って示した結果に過ぎない。特に、

高校生は心身ともに大きく変化する時期であり、経験や成長に伴って興味も変化するであろう

ことを前提として解釈すべきである。 

(参考:労働政策研究・研修機構「職業レディネス・テスト[第３版]手引」2006年7月を基に作成) 

t 

③ 職業レディネス・テストを活用したキャリア教育の実践 

・結果の解釈を通して、職業について調べることや職業情報の探索を促したり、進路選択への

関心を高めるように援助をする。 

・テスト結果から選択すべき進路を決定するのではなく、個々の生徒が自分なりに結果につい

て考え、選択の可能性を広げるように指導する。 

・適性検査の結果や進路希望調査等、他の資料と関連付けて結果を解釈する。このテストは職

業興味の特徴を明らかにするが、生徒をよりよく理解するためには、テストの結果に加えて、

能力の側面や本人の希望等、様々な他の特徴についても総合的に勘案して解釈することが求

められる。 

(参考:労働政策研究・研修機構「職業レディネス・テスト[第３版]手引」2006 年 7 月を基に作成) 
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